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藤 2007）． オ ニ ー ル （O’Neill 1985=1992）， タ ー ナ ー （Turner 1984）， フ ラ ン ク （Frank 












稿では，とくにターナー （Turner 2006），シリング （Shilling [1993] 2012），フランク （Frank 
1995=2002）の先行研究の検討をつうじて，「エンボディメント （embodiment）」概念の洗練
が急務なのではないかとする．














いわれる The Body and Society を刊行した．しかし彼の博士論文 “The Decline of Methodism: 
















とは，エンボディメントとなった行為者である」 （Turner 1992: 72，引用者訳）とはっきり言
い切っている．
　しかしターナーによる身体にまつわる著作群を確認すると，彼ははじめからエンボディメン
トという概念を取り入れていたわけではなかった．むしろ 80 年代前半の著作では，body と
いう概念を精神・文化と対置される「肉体」であると積極的にみなしている．しかし 1987 年
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体理解を脱し，多層性を強調した概念がエンボディメントなのである．エンボディメントへの
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